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子どもの社会認識発達に基づく小学校社会科授業の開発研究



































































































































































































１　厂トマトを 作る仕事」 と 匚お米 を作る仕事」 は， ど
こ が違うと思い ますか。 違う と思 うことを たくさん
書いて下 さい。
２ 匚牛 を育て る仕事」 と「お米を 作る仕事」 は， どこ
が違 うと思いま すか。 違うと思う ことをた くさ ん書
いて下さ い。
３「お茶を作 る仕事」 と「お米を 作る仕事」 は， どこ

































































































































































主な学習問題 と活動 主 な学習 内容
１　０ スーパーでよく売られてい るキュウリはどれか。
・ まっすぐなキュウリ と曲が った キュウリを 比較しながら， スーパ ー
マーケットで一般的に売られてい るキュウリはどちらかを発表する。
・ 曲がったキ ュウリは， どのようなお店で売られているかを発表する。
２　０ 農家はどのよう にして まっす ぐな キュウリを 作っているのだろう。
・まっすぐなキ ュウリを栽培 するための生産 の工 夫を資料で確認する。
・カボチ ャの苗とき ゅうり の苗 の接 ぎ木（ よび接ぎ） について資料で
確認する。
３　○ き ゅうり農家 は，な ぜまっす ぐな キュウリを わざ わざ作 るのだろう。
〈子ど もの反応〉
・消費者は， 調理のしやすい まっすぐな キュウリを好 んで買 う。
・小売 店は， 消費者 の好む まっす ぐなキュウリを 販売 する。
・まっすぐなキ ュウリ は，販売用 のパックに詰めやすい。
・まっすぐなキ ュウリ は， １箱 に箱詰 めで きる本数か多 い。
・まっすぐなキ ュウリ は，一度 にたくさ ん運べるので， キュウリの値
段が安 くなる。
４　０ まっすぐキュウリ のイメ ージマップを書 こう。
・「22  cmのまっすぐ キュウ リ」を 中心にしながら，生 産一消費の関連
のイメ ージマ ップを ワークシート に書 く。
・まっすぐな キュウ リだ けが市場 で取 引される。
・Ｌ サイズ(23  cm以 上） のキ ュウリよりＭ サイ ズ（22
cm程度）の キュウ リの方 が市場 での卸値が高い。
・曲が ったキ ュウリや形 の不揃い のキュウ リは， 産直
店等で売 られてい る。
・ま っすぐな キュウリ にするた めには，気 候に配慮 し
た水分と肥料 の調整か必要で あるo
・ま っすぐな キュウリ にするた めに， 農家 によって は
道具を使いなが ら矯正してい る。
・丈夫 な苗 作 りのため に， 手作業 で接ぎ木を 行って い
る。




・生産 者は，小売 り に配 慮をし た作物の生 産を行 って
いる。
・生産 者は， 流通（輸送 コスト） に配慮を した作物 の
生産を行ってい る。
・農業生 産 に携 わる人 々の工 夫・努力 は， 流通コ スト
や販売方 法， 消費者ニ ーズ等 に配慮しな がら行 われ






































































































































































































































































































































































































































































































































































・ 消費者 は日々の食生 活で様々な地域で生産さ れた野菜（宮 崎のピーマ





・松江市 内やその近郊でもたくさんの野菜か生産さ れてい る（ ネギ， ホ
ウレ ンソウ， キュウリ， カブ， トマト，タマ ネギ，ダイ コンな ど）。
・ 松江 市を 中心に多 くの消費人口を抱えており，都市近郊 の条件を生 か










・ キュウリ農家 Ｇさんのキュウリ生産量，生産時期，生産手 段，生 産過
程。
・ 市場 では春から夏にかけては地場野菜を，秋 から冬 にかけては主 とし
て熊 本，宮 崎の南国産のキュウリが入荷さ れる。
・ Ｇさん（ ゲストテ イチ ヤー）は露地栽培を行 わず， 日照、 降雨、 風、 霜
の影 響を受 けにくい施設栽培（ビニ ールハ ウス）を 行い，安定 した生










・ キュウリ には，形 ，大 きさ， 色・つ や（ 粉の有無）， 表面 の様子 （イ
ボの有無） などが異なる多様な種類があ る。
・ まっすぐなキュウリにするた めには，気候 に配慮 した水 分と肥料の調
整が必要であ る。 農家によって は道具を使いながら形を矯正している。
・ まっすぐなキュウリだけか市場で取引さ れ，Ｌ サイズ(23  cm以 上）の
キュウリよりＭサイズ(22  cm程度） のキュウリの方 が市場での卸値か
高い。
・ 曲がったキ ュウリや形の不揃い のキュウリは， 産直店 で売 られている。
・生 産者は， 消費者ニ ーズ に合 わせた作物 の生 産を 行っている。
・小売 業者は， 消費者のニ ーズに合 わせた品 揃えを 行っている。
・生 産者は， 流通（輸送コ スト） に配慮 した作物の生 産を 行っている。















・農業 生産に拘わる人 々の工夫・ 努力 は，流 通コストや販売方法，消費




時間 教師の指示・発問 資料 子 どもの反応（ 学習 内容）
１








・宮 崎のピーマン，熊本 のトマト，茨城 のレ タス， 北海道のジ ャガイモなど，
代表的な野菜の生産地があり，そ れらは大 消費地 から離れているところか多
い。












・ ネギ， ホウレンソウ， キ ュウリ，カブ，ト マト， タマネギ， ダイコンなどた
くさんの野菜が生産されている。
・松江 市を 中心にたくさん の人が住んでい るので，新 鮮・安 全な野菜を売るこ
とかできる。
・ どのくらいのキュウリを作っている のかな ？どう やって 作って いるのかな？




















・ まっすぐで ふつ うの長 さ（Ｍサイズ） のもの。
・生 活科で育 てたキュウリは曲がったキ ュウリが多か った。






・ま っすぐ にな るような道 具を 使っている。
・まっすぐ にな るような品 種のキュウリを作っている。
〈キ ュウリ農家 Ｇさん の話〉
・キ ュウリ には，四葉き ゅう り，ブ ルームレスき ゅうり， フリ ーダ ムき ゅうり等，色 々な 種類かある。
・まっすぐなキ ュウリにするために， 一番大切な のは気 候に配 慮した水分と肥料の調整であ る。 農家 によっては道具を使いなが
ら形を矯正している。
・丈夫でまっすぐなキュウリにするために， 本葉か出た頃に， 穂木（キュウリ） の茎（ 根） と台木（カ ボチャ） の茎をカ ットし，
接ぎ木（よび接ぎ）を行 って いる。 接ぎ木後，10 日位してハウ ス内 に植える。
・自分の家では1500 本 の接ぎ木を手作業で行 って いる。



















・消費者は調理のしやすい形が揃 っていて， まっすぐなキュウリを買 うか ら。
・消費者は見た目のいいキ ュウリを買う から。
・小売 店は消費者の好むま っすぐな キュウリを 販売 するから。
・ まっすぐなキュウリは曲がった キュウリに比 べて， 販売 用の袋に詰めやすい
から。
・ まっすぐなキュウリは曲がった キュ ウリに比 べて， １箱 に箱詰 めできる本数
が多 いから。
・ １箱 に箱詰めできる本数が多い と遠 く九州 の方か ら巡 ぶ時，一 度にたくさん
巡べるから。
・輸送 にかかる費用が安くなるた め，キ ュウリ の値段 か安 くなるから。
・ イボが多 いと痛いから。 ・調理しに くいか ら。　・粉 がついてい ると農 薬と思
うか ら。　・小売店 は消費 者の好むまっすぐな キュウ リを販売 するから。 ・イ
ボが少ないキュウリは販売用 の袋 に詰 めやすいから。　・ ある。・変わらない。
・ わからな い。　・ 今度比べてみたい。
８
O 「22  cmのまっすぐキュウリ」
を中心 にしなが ら，生産 一消
費 の関連 のイメ ージマ ップを
書こう
・ ワークシート ・生産者（水の管理，肥料 の管理， 接ぎ木栽培，カ ボチ ャの苗とキュウリの苗，
色 々な生産 の工夫， など）
・運送業者（箱詰 めしやすい， たくさん運べる， 輸送費か安 くな るな ど）
・小，売業者（ 消費者 のニ ーズに合わせる， 品ぞろえ の工夫， 袋詰めしやすい，
など）
・消費者（調理しやす い， 見た目がいい， 食べやすい， 冷蔵庫に入 れやすい，
など）
〈参考資料〉松江市 教育 委員会『社 会科 副読本 わたし たちの松江』黒潮社, 2004,  J  A 島根中央会『 島根の農業』2006, 青山
浩 子『「農」が変え る食ビ ジネ ス』 日本 経済新聞社, 2004, 初 谷誠一『青果物 流通多 様化 の現状 と今 後の課題』流通 システム研
究 センター, 2006o
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VI　今後の課題
本小論で開発を試みた「松江市のキュウリづく
り
」の授業モデル案は，前述した実験的授業の結
果に基づいて作成したものであり
，現時点で到達
しているものにすぎない
。それ故，多くの問題を
含んでいることが予想され
，今後は単元レベルで
の授業や複数の学校での実験的授業を行い
，授業
モデルの吟味・修正を加えていきたい。また，子
どもの社会認識発達に基づく別の学年や単元の社
会科授業モデルを実験・実証的に開発していくことも今後の課題である。
（付記）本稿においては
，加藤は主にi, n,Ⅲ
Ⅵを，和田は主としてIV, Yを分担執筆した。
【註】
１）社会認識形成の「論理
」と共に「心理」に即した
授業構成が求められている
。小原友行「社会認識形
成の『論理』と『心理』
一社会科授業構成の原理を
求めて
」ー社会系教科教育研究会『社会系教科教育
の理論と実践』清水書院, 1995, pp.lO-210
2）文部科学省『小学校学習指導要領解説　社会編』
束洋館出版社, 2008, p.l30
3）中央教育審議会答申匚新しい時代の義務教育を創
造する
」2005,ではカリキュラム区分の彈力化によっ
て学校種間を連携・接続する仕組みの検討を提言し
ている。
４）これまでの研究成果については
，拙著『子どもの
社会認識の発達と形成に関する実証的研究
一経済認
識の変容を手がかりとしてー』風間書房, 2007,他
を参照願いたい。
５）田島義博『流通機構の話』日本経済新聞社, 1992,
田島義博他編著『ゼミナ
ルー流通入門』日本経済新
聞社, 1997,宮下正房『日本の商業流通』中央経済
社, 1989,宇野政雄他緇『流通業界』教育社, 1991,
を参考にして作成した。
６）調査方法の詳細については，前掲拙著４）を参照
願いたい。
７）農業の経営要素については
，坂本英夫『農業経済
地理』古今書院, 1990,川島哲郎緇『経済地理学』
朝倉書店, 1986,唯是康彦
・三浦洋子『食料経済
2001』同文書院, 1992,を参照した。
-
８）前掲4) p.57
9）愛媛県下の小学生３年～６年生を対象に行った同
様の調査においても
，厂流通・政策」の視点に着目し
にくいという結果であったことから，農業生産活動
を捉える子どもの見方の一般的傾向だと考えられる。
前掲4 ) pp.67-690
10）前掲書５）『ゼミナ
ルー流通入門J pp.2-25o
11』事象間の関係を関係図にまとめる方法は
，「ウェッ
ピンク
」手法から学んだ。關浩和『ウェッビング
法一子どもと創出する教材研究法－』明治図書，
2002o
12）この結果の理由として
，実験的授業が１単位時間
という限られた時間の授業であり
，また，授業内容
が調査問題の内容と直接関係するものではなかったことから，回答内容に反映しなかったと推測される。
10－
